
 

 

 

８月 29日、利府コミュニティーセンターにおいて、ＪＲ東労組 幹総支部「第 33回定期大会」

を開催しました。今定期大会は、規模を大幅に縮小し、マスクや消毒液の設置、窓を開けての換気、

ソーシャルディスタンスの確保など、十分な新型コロナ感染症対策のもとで開催されました。

 

 台風 19 号カンパやマスク配布行動、業務交渉など、組合員の声に寄り添った幹総支部らしい 

運動の成果を確認するとともに、コロナ禍の「赤字」という厳しい経営状況の中、幹総で働く仲間

の雇用と利益を守るために、向こう１年間をたたかい抜く運動方針を満場一致で決定しました。 
 

【大会スローガン】  一、コロナ禍による厳しい経営状況を乗り越え、組合員の雇用を守るため、 

 更なる組織強化と再加入の取組みを全組合員で推し進めよう！ 

 一、仲間と家族の利益を守るため、本音で語り合い、 

 仲間の声に応えられる組織を全組合員で創り上げよう！ 

 

【新執行役員体制】 

役 職 氏 名 分 会 役 職 氏 名 分 会 

執 行 委 員 長 綿 貫  直 人 検 査 執 行 委 員 慶 伊  徹 本 場 連 合 

副 執 行 委 員 長 栗 原  隆 本 場 連 合 〃 半 澤  孝 典 検 査 

〃 斉 藤  忠 志 台 車 〃 橋 本  直 幸 検 査 

書 記 長 渡 部  充 本 場 連 合    

執 行 委 員 鈴 木  一 晴 輸 送 管 理 会 計 監 査 竹 之 内  秀 一 検 査 

〃 佐 藤  政 昭 本 場 連 合 〃 籾 山  博 之 本 場 連 合 
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